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ズームズーム
県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（f-wing@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

浜通り
川内村商工会

県中・県南
三春町商工会
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【事業所紹介】
　平成29年4月、蔵を改装し「カフェー・ブリキイヌ」がOPENし
ました。若い仲間たちで作り上げ、毎日楽しく営業しております。
目玉はなんといっても自慢の「ブリキナポリタン」。かつてお年寄
りがこれほどパスタを食べた事があっただろうか！！と思うほど
広い世代で大人気の特製ナポリタンです。料理一筋20年のマス

ターが、食材や味付けにこだわり、工夫
を重ねとっても美味しい上に健康的で、
誰でもペロリと食べられちゃいます☆口
コミもあり週末はカフェ好きな方々が遠
くからも来店下さいます。地域のお年寄
りにも元気いっぱいカフェに集まって欲
しいという思いから「健康教室」を毎週
開催したり、若者が集まる「恋活イベント」
「ワイン会」等も定期開催しています。

　パン屋の夢を諦めきれていない私の事を知ってか知らずか、父から
「福島県原子力被災事業者事業再開等支援補助金」を使い川内村で
の開業をもう一度考えてみないかと話しがありました。とても嬉しい反
面、難しい決断ではありましたが、川内村に戻ってくる決意をしました。
　補助金は実際に申請から採択まで1年半程かかりましたが、パ
ンの試作やお店の外観・内装など準備する事は沢山ありました。
準備一つ一つが来店して下さるお客様のためと思うと楽しみな
がら続けられました。水がとてもきれいで美味しい、そんな川内村
の良さを伝えたいという思いもあり、フランス語で「川」の意味を
もつリヴィエールを店名に決め、美味しさはもちろん、素材にこだ
わったパン作りをしています。
　また、お客様にくつろいでもらえるよう、白を基調に木のぬくも
りが感じられる店内にし、イートインスペースも設けました。おか
げで開店して半年、私とお客様との会話が弾むことも増えました。
経営の相談にのってくれる
良き理解者であり、頼もしい
パートナーの主人とともに、
地元の人が気軽に立ち寄れ
るお店に少し近づけたのか
なと実感しています。

【商工会の支援内容】
　補助金を活用し、店舗の建設や製造設備の導入を行ったため、
作成・準備をしなければいけない書類が多くありました。経営計画
など将来を見据えて考えなければいけない事もありましたが、申
請から実績報告までアドバイスをいただき、スムーズに書類準備
を進めることができました。支援のおかげで、細々した開店の準備
にも専念する事ができとても助かりました。
　また、販売しているフランスパンやライ麦パンに合うワイン販売
をしたいと考えており、相談に
のって頂いているところです。
酒税関係の準備を進めて、来
年の夏ごろにはワイン販売を
開始できるようにしたいです。

【今後の目標】
　川内村の特産品「えごま」や「そば」を利用して、オリジナルパン
の開発を進めていきたいと考えています。地元川内村の馴染みの
お客様が増えつつあり、オリジナルパンを通して村外の方にも気軽
に立ち寄れる店づくりをしていきたいです。お客様同士が交流し、
集って頂けるようなお店が目標です。

【事業所紹介】
　焼きたて、あつあつの美味しいパンを川内村の人に届けたい。
地元の人に親しまれる、あたたかいホッとできるお店作りを目指
し、今年4月22日に開業しました。
　地元川内村でパン屋を開くのが長年の夢でした。夢を叶えるべく製
菓学校にて勉強をし、長野県軽井沢の老舗パン屋にて4年半ほど経験
を積み川内村へ戻ってきました。地元で準備を進めていた矢先、東日
本大震災・原発事故が発生、避難を余儀なくされました。地元での開
業は考えられない程に
先が見えない状況のな
か、それでもパンから離
れることはできず別な
老舗パン屋に勤め経験
を重ねることとしました。

【アメリカンノスタルジー】
　食器や小物などもところどころに郷愁を感じるのがお店の
コンセプト。また、店内にある壁画デザインは遊び心を形にし
たもので、何日もかけて手作りしたこだわりの作品。それらの
謎を読み解く楽
しみもあります。
コーヒーや食事だ
けでなく、お店全
体が一つの作品と
して楽しめるよう
にスタッフ一同で
作り上げています。

【夢は福島県を「日本一健康な町にする」こと】
　オーナーの濱田です。薬剤師として、大正3年から続く薬局を
継ぎ13年が経ちました。医療も薬もどんどん進歩する一方、や
はり「病気の予防は食事」という考えからカフェをOPENしま
した。福島県は生活習慣病が全国でもトップクラスに悪く、子
供達は肥満傾向にあります。ダイエットカウンセラーや、薬剤師
として仕事を続ける中でも「薬に頼り過ぎない」というお話を
していますが、カフェを始めてから、講演の依頼も沢山頂くよ
うになり、さらにはカフェにお話を聴きに来てくれる方も増え
てきました。まだまだ根強く残る3.11の「被災地フクシマ」のイ
メージ。我々が健康で元気でいることでそのイメージを転換し魅
力的な「福島」として全国、世界へ発信していけると信じています。

【今後の目標】
　三春町は昔ながらのお菓子屋さんも多く、カフェブームにのっ
てさらにお店も増えてきています。ブリキイヌとしても土日限定の
モーニングセットなどに加え、大人気スイーツ「ブリキコーヒープリ
ン」などお土産販売も拡大したいと思っております。そして他の町
からのお客様もファンになってくれるようなカフェになり、三春町
をもっともっと楽しんでもらえるよう盛り上げていきたいです。

【商工会支援内容】
　代表は、商工会青年部員で元々薬局を営んでおり、新たな試み
として飲食店を始めたいという内容が支援のきっかけでした。
　店舗出店については、当町の空き店舗事業を活用し町中心
部に現存する「蔵」を再利用する形での出店となりました。代表
の思考する店内レイアウトに更なるアイデアや気づき、また自
信を付けさせるためにも専門家派遣を通して店舗診断を実施。
SNSによる来店客増加促進を図るために効果の上がる仕掛け
づくりを行いました。
　昨年度は、伴走型支援に併せて今まで店内で食している商
品の外販売への働き掛けを行い自店商品PRや店舗PRを更に
外へ向けての効果促進を行うべく「食のフェア」へ出店するこ
とで認知度アップ支援を行いました。
　商工会主催のセミナー等にも積極的に参加することにより、
今後新たな経営方針や経営計画を策定していく予定です。

カフェー・ブリキイヌ
代表　濱田　雅博 氏
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株式会社小松屋　ベーカリーリヴィエール
店長　及川　秋奈 氏

住 所　〒979−1201
双葉郡川内村大字上川内字早渡11−33

連 絡 先　TEL 0240−23−7176
営業時間　10：00～17：00（休憩14：00～15：00）
定 休 日　水曜日、第1・第3・第5火曜日
U R L　https://www.instagram.com/bakery_riviere/?hl=ja

住 所　〒963−7766
田村郡三春町中町4 中町二ノ蔵

連 絡 先　TEL 0247−61−6757
営業時間　日～土曜日　11：00～21：00（日曜は17：00まで）
 　土日祝日　　　8：00～11：00 モーニングタイム
 　ラストオーダーは閉店1時間前
Facebook、インスタグラム、「カフェー・ブリキイヌ」など公開
LINE@は上記QRをスキャンして下さい。

※QRはLINE@です。
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だより女性部

だより青年部
台風第19号被害に対する復旧ボランティア活動実施
　令和元年10月12～13日に上陸した台風第19号によりもたらさ
れた大雨によって、県内各地で河川が増水し堤防が決壊。広範囲で家
屋等が浸水するなどの甚大な被害を受けました。当然、商工会員の自
宅や事業所も例外ではなく、元の生活に戻るにはまだまだ多くの時
間が必要となっております。
　県青連では、少しでも復旧の一助となるべく、災害支援マニュアル
に基づき被災した商工会青年部からの要請に応える形で、県内青年
部員に対しボランティアの募集を行いました。
　発災間もなく、また自らも被災している部員も多いにも関わらず、

両日とも多くの方に参加して頂くことがで
き、10月17日に本宮市、10月18日には
郡山市安積町で家具等の運び出しや清掃
活動等のボランティア活動を実施すること
ができました。
　今回の活動は、被害の大きさから見れ
ば小さな活動だったかもしれませんが、被
災者を少しでも元気付けられることがで
きていれば幸いです。

集合写真（本宮市）

集合写真（安積町）活動（本宮市）

　第21回商工会女性部全国大会inしまねは、島根県松江市
「松江市総合体育館」において開催され、福島県からは33名
が出席しました。
　主張発表大会においては、テーマを「女性部活動と地域振
興・まちづくり」～WelcomeでOMOTENASHI～と題し発表
した山梨県（関東ブロック代表）の発表者（南都留中部商工会
女性部・部長：河内正子さん）が最優秀賞となりました。外国人
観光客に困った商店街のために英語を始めフランス語、タイ
語などあらゆる言語の指差し単語表・パンフレットを作成した

内容で発表中は流暢な外国語
で日本語に似た言葉との比較
など身近に覚えやすいお話し
をされました。
　次回の商工会女性部全国大
会の開催地は大分県別府市で
令和2年10月28日（水）となり
ます。

第21回商工会女性部全国大会in しまね
「八

や お よ ろ ず

百万の神々集う縁
えにし

の地 しまねにようこそ！」

全国大会参加福島県内女性部長等の集合写真

オープニングアトラクション 最優秀賞受賞者（河内さん）と森全国連会長

と き：令和元年10月29日（火）
場所：松江市「松江市総合体育館」
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化
、震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
に
対
す
る
県
内
事
業

者
への
支
援
の
充
実
強
化
、中
小・小
規
模
事
業
者
の
持
続
的

発
展
に
向
け
た
支
援
の
強
化
、地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の

商
工
会
機
能
の
充
実
強
化
につ
い
て
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
は
、引
続
い
て
台
風
第
十
九
号
等
被
害
に
係
る

早
期
復
旧
・
復
興
、復
興
・
創
生
、風
評
払
拭
に
取
組
み
、中

小・小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
地
域
密
着
の
支
援
機
関

と
し
て
、会
員
事
業
者
に
対
し
、よ
り一層
き
め
細
か
な
伴
走

型
支
援
を
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、限
り
あ
る
マン
パ
ワ
ー
を
ど
う
活
か

す
か
、組
織
の
協
力
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

新
商
工
会
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ
ッ
シュ
ア
ッ
プ
さ
せ
な
が

ら
経
営
支
援
体
制
及
び
事
務
局
体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。巡
回
訪
問（
商
工
会
は
行
き
ま
す
、聞
き
ま
す
、提
案
し
ま

す
）は
も
と
よ
り
、会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、職

員一人
ひ
と
り
が
支
援
能
力
の
向
上
に
努
め
、中
小・小
規
模

事
業
者
への
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。ま
た
、広
域
連
携
体

制
を一層
強
化
し
、効
果
的
な
企
業
支
援
に
取
組
み
、県
内
の

産
業
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各
般
の
事

業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
時
こ
そ
地
域
の
絆
を
大
切
に
励
ま
し

あ
っ
て
前
進
す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
八
十
八
商
工
会
と
県
連
が一丸
と
な
っ
て
、地
域
の
振
興
・

創
生
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、「
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
」「
頼
り

に
な
る
商
工
会
」を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、引
続
き
皆
様

方
の一層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、一日
も
早
い
復
旧
復
興
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
商

工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
今
年
が
明

る
い一年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、浜
通
り
の
産
業
基
盤
や
雇
用
回
復
を
図
る
べ
く
進

め
て
い
る
国
家
プ
ロ
ジェ
ク
ト「
福
島
イ
ノ
ベー
ション・コ
ー
ス
ト

構
想
」の
効
果
を
全
県
に
波
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、農
林
水
産

業
や
商
工
業
な
ど
の
既
存
産
業
に
つ
い
て
も
、人
材
の
確
保
・

育
成
を
始
め
と
し
た
総
合
的
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、子
育
て
世
代
や

若
者
が
安
定
的
に
生
活
で
き
る
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
な

ど
、安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。引
き
続
き
、保
育
の
受
け
皿
確
保

や
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
人
材
確
保
・
育
成
、全
国
に
誇
れ
る

健
康
長
寿
県
を
目
指
す
取
組
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、定
住・二

地
域
居
住
を
始
め
、本
県
が
持
つ
可
能
性
、魅
力
、強
み
を
い

か
し
た「
福
島
な
ら
で
は
」の
地
方
創
生
を
推
進
す
る
な
ど
、

幅
広
く
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
七
月
に
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
。競
技
会
場
と
な
る
県
営
あ
づ
ま
球
場
の

改
修
が
終
わ
り
、聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
が
決
定
す
る
な
ど
、

開
催
に
向
け
た
機
運
が一層
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。皆
様
と
共
に
、こ
れ
ま
で
の
御
支
援
に
対
す
る
感
謝
の

思
い
と
、復
興
が
進
ん
で
い
る
福
島
の
姿
と
魅
力
を
国
内
外

に
広
く
発
信
で
き
る
よ
う
、関
係
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
は
復
興
・
創
生
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
常
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
職
務
に
臨
み
、

県
民
の
皆
様
、そ
し
て
国
内
外
の
福
島
に
心
を
寄
せ
て
く
だ

さ
る
全
て
の
皆
様
と「
共
働
」し
な
が
ら
、「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ

ド
。」を
胸
に
、次
の
世
代
に
夢
と
希
望
を
つ
な
い
で
い
け
る
よ

う
全
力
で
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、一

層
の
御
支
援
、御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ふ
く
し
ま
の
商
工
業
の
再
生
を
目
指
し
て

福
島
県
商
工
会
連
合
会 

会
長
　
轡
　
田
　
倉
　
治

夢
と
希
望
を
つ
な
ぐ
た
め
の
挑
戦

福
島
県
知
事
　
内
　
堀
　
雅
　
雄
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店
が
無
く
な
る
こ
と
は
住
民
、特
に
高
齢
者
な

ど
の
生
活
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
喪
失
に
影

響
し
ま
す
。「
店
」の
本
来
の
機
能
と
同
時
に
住

民
の
社
会
生
活
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
を
守

る
た
め
に
も
商
店
の
存
続
は
重
要
な
課
題
で

す
。様
々
な
形
態
で
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
試
み
も
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
北
商
工
会
女
性
部
事
業
の一環
と
し
て
大

玉
村
商
工
会
女
性
部
も
、空
き
店
舗
活
用
を
考

え
る
手
始
め
と
し
て
、初
め
て「
お
っ
た
ま
げ
た

マ
ル
シ
ェ
」を
開
き
ま
し
た
。女
性
部
が
環
境
推

進
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
E
M
石
鹸
や
商
工

会
が
村
お
こ
し
事
業
と
し
て
開
発
し
た
地
元

で
生
産
さ
れ
た
原
材
料
で
作
っ
た
味
噌
や
き

な
粉
、女
性
部
員
の
手
作
り
の
商
品
を
カ
フ
ェ

形
式
で
販
売
い
た
し
ま
し
た
。店
に
近
い
と
こ

ろ
の
方
々
を
は
じ
め
、店
に
は
多
く
の
村
民
の

方
が
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。「
ま
た
や
ろ
う
ね
」

「
今
度
は
う
ち
の
方
で
」と
会
員
の
声
が
弾
み

ま
し
た
。商
工
会
役
員
や
村
の
職
員
も
顔
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。身
近
な
と
こ
ろ
で
地
域
住

民
・
高
齢
者

を
支
え
る

仕
組
み
が

必
要
で
す
。

女
性
部
の

取
り
組
み
に

大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

地
内
に
あ
り
ま
す
。こ
の
場
所
で
は
、大
玉
村
商

工
会
と
あ
だ
た
ら
の
里
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

が
毎
年「
お
お
た
ま
夏
ま
つ
り
」を
行
っ
て
い
ま

す
。村
内
事
業
者
を
中
心
に
し
た
テ
ン
ト
ブ
ー
ス

や
夜
空
に
花
開
く
花
火
大
会
、ま
つ
り
前
日
に

は
、商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る
生
ビ
ー
ル
ま

つ
り
の
実
施
な
ど
、大
玉
村
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
か
ら
は

商
工
会
青
年
部
が
冬
季
間
の
村
民
の
交
流
と
集

客
を
め
ざ
し
師
走
祭
を
始
め
ま
し
た
。広
場
全
体

に
飾
り
付
け
ら
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

し
、幼
稚
園
児
が
作
成
し
た
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ド

ル
を
灯
し
て
ラ
イ
ブ
や
、コ
ー
ラ
ス
で
冬
の
新
し

い
賑
わ
い
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

待
ち
か
ら
攻
め
に

　
村
内
の
事
業
所
は
九
割
以
上
が
小
規
模
事

業
所
で
す
。特
に
大
規
模
店
や
コ
ン
ビ
ニ
の
進

出
で
小
売
業
の
経
営
は
厳
し
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。廃
業
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。地
域
の
商

や
め
を
行
う
こ
と
で
、村
内
事
業
所
の

支
援
を
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
る
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
北
塩
原
村
は
春
夏
秋
冬
様
々
な
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。春
は
新
緑
の
裏

磐
梯
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、夏
は
桧
原
湖
等
で
の
バ
ス
釣
り
や

桧
原
湖
や
曽
原
湖
周
辺
で
の
キ
ャ
ン

プ
、秋
は
紅
葉
日
本
一
に
も
選
ば
れ
た

裏
磐
梯
の
紅
葉
の
中
を
散
策
、冬
は
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な

ど
、多
く
の
楽
し
み
が
満
載
の
北
塩
原

村
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

村
一番
の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
て
お

り
ま
す
。そ
の
中
で
も『
会
津
山
塩
』を

使
用
し
た『
会
津
山
塩
ラ
ー
メ
ン
』が

北
塩
原
村
で
大
人
気
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
外
か
ら
の
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

村
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

創
業
及
び
後
継
者
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

　
当
商
工
会
が
一番
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
と
し
て
、村
内
小
規
模
事
業
所
の

約
半
数
に
後
継
者
が
お
ら
ず
、そ
の
事

業
主
の
約
七
割
が
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
、該

当
事
業
所
の
巡
回
訪
問
を
行
い
、今
後

の
事
業
展
開
や
後
継
者
対
策
、廃
業

し
た
際
の
建
物
等
の
取
扱
い
な
ど
聞

取
り
で
調
査
を
実
施
し
、現
在
の
事
業

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
、廃
業

し
た
際
は
事
業
で
使
用
し
て
い
た
建

物
等
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
聞
取
り

調
査
し
た
内
容
に
よ
り
、そ
の
事
業
所

が
他
の
創
業
希
望
者
に
事
業
を
譲
渡

す
る
為
の
支
援
や
、使
用
し
な
く
な
っ

た
建
物
を
他
の
創
業
希
望
者
へ
紹
介

を
行
う
為
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、村

内
で
創
業
さ
れ
る
方
を
促
す
為
の
支

援
を
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
、長
年
に
渡
り
実
施
し
て
き
た

イ
ベ
ン
ト
の
返
上
や
事
業
等
の
取
り

　
ま
た
、当
村
は
山
形
県
米
沢
市
と
も

隣
接
し
て
お
り
、古
く
は
旧
米
沢
会
津

街
道
で
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、会
津
と
米
沢
を
結
ぶ
重
要
な
街

道
で
も
あ
り
、今
で
も
山
城
跡
が
多
く

あ
る
な
ど
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
こ

と
が
解
る
史
跡
等
も
数
多
く
残
っ
て

い
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、当
商
工
会
が
支
援
し
て
生

ま
れ
た
大
塩
温
泉
の
温
泉
水
を
煮
詰

め
て
出
来
上
が
っ
た『
会
津
山
塩
』は

海
水
か
ら
採
れ
る
塩
と
比
較
し
て
も

ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
多
く
、様
々
な
食
材

の
味
を
生
か

せ
る
為
に
お

菓
子
や
料
理

な
ど
に
も
ご

利
用
頂
き
多

く
の
物
産
品

を
生
み
出
し
、

　
北
塩
原
村
商

工
会
の
赤
城
明
で

す
。北
塩
原
村
は

会
津
地
方
の
北

部
に
位
置
し
、今
か
ら
百
三
十
一
年
前

の
磐
梯
山
の
噴
火
は
、近
代
日
本
の
火

山
活
動
で
の
災
害
で
は
最
も
多
く
の

死
者
を
出
し
た
災
害
で
あ
っ
た
反
面
、

優
美
な
表
磐
梯
と
は
対
照
的
に
荒
々

し
く
も
美
し
い
磐
梯
山
の
噴
火
の
爪

痕
や
、桧
原
湖
、様
々
な
色
を
見
せ
る

五
色
沼
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
を
生

み
出
す
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
、村
の
大

半
が
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
属
し
て

お
り
、北
塩
原
村
、特
に
裏
磐
梯
地
域

は
県
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
大
玉
村
商
工
会
の

斎
藤
泉
で
す
。

　
大
玉
村
は
、福
島
県

中
通
り
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、郡
山
市
、本
宮
市
、二
本
松
市
と
隣
接

し
て
い
ま
す
。村
の
面
積
は
、七
十
九
・四
六
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
西
部
及
び
南
部
は
ほ
ぼ
山
林
で

全
体
面
積
の
七
割
を
占
め
、東
部
は
平
坦
地
で
田

畑
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、秀
峰
安
達
太
良
山
に
水
源
を
発
す

る
、杉
田
川
、百
日
川
、安
達
太
良
川
の
三
河
川

が
東
流
し
、何
れ
も
村
外
で
阿
武
隈
川
に
そ
そ

い
で
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
稲
作
農
業
が
中
心
の
村
で
す
が
、南

北
に
縦
断
す
る
国
道
四
号
線
沿
線
に
大
型
シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
村
営
の
直
売
所
と
広
場
が

で
き
て
か
ら
は
、

流
入
人
口
も
増

え
村
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
と
し
て
大

き
な
期
待
が
広

がっ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口

減
少
社
会
に
突
入

す
る
中
で
、珍
し

く
人
口
増
加
、年

少
人
口
が
増
え
て

い
る
自
治
体
と
し

て
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

会員事業所の経営支援強化と
後継者対策に向けて

賑わい創出と地域商店の
存続・発展に全力

ワカサギ釣り

会津山塩ラーメン 会津山塩

裏磐梯

北塩原村商工会大玉村商工会

村
民
出
資
に
よ
る
株
式
会
社
の
設
立

　
大
玉
村
の
玄
関
口
と
し
て
注
目
を
集
め
る

農
産
物
直
売
所（
あ
だ
た
ら
の
里
直
売
所
）は
、

平
成
十
九
年
に
オ
ー
プ
ン
し
村
が
直
接
経
営
を

し
て
い
ま
し
た
が
、平
成
二
十
九
年
秋
に
村
民

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、翌
年
二
月
か
ら
村
の

指
定
管
理
に
よ
り
運
営
を
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
株
式
会
社
は
、出
資
金
が
一人
三
万
円

で
三
百
三
十
人
の
村
民
と
村
が
全
体
の
三
分

の一の
出
資
金
を
保
有
す
る
珍
し
い
会
社
で
す
。

直
売
所
は
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
前
に
、同

一敷
地
内
に
新
築
さ
れ
、従
来
の
施
設
は
、村
内

の
米
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た「
お
食
事

処
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、連
日
賑
わ
い

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

農
商
工
連
携
の
場
と
し
て
注
目

　
直
売
所
は
、農
産
物
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

和
菓
子
、加
工
肉
、豆
腐
や
味
噌
な
ど
の
加
工

品
も
販
売
し
小
売
業
の
低
迷
が
続
く
中
、新

た
な
活
路
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。村
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
で
新
た
な
産

品
を
生
み
出
す
六
次
化
商
品
の
開
発
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
、首
都
圏
で
の
P
R
活
動
な
ど
大

玉
村
の
基
幹
産
業
と
商
工
業
の
発
展
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

賑
わ
い
創
出「
夏
ま
つ
り
に
師
走
祭
」

　
直
売
所
は
四
号
線
と
県
道
本
宮
土
湯
温
泉

線
の
交
差
点
脇
の
大
玉
村
ふ
れ
あ
い
広
場
敷

空き店舗対策事業「おったまげたマルシェ」

農産物直売所（あだたらの里直売所）

イルミネーション事業
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休業対応応援共済
～中小企業・小規模事業者の被災時に事業継続を支援する共済～

火災共済または火災保険とセットでのご加入をお願いします

事業所の「災害」への備えは十分ですか？事業者の皆様へ

共 済 金 の お 支 払 い 対 象 と な る 主 な 災 害共 済 金 の お 支 払 い 対 象 と な る 主 な 災 害

噴火地震 火災津波

日額1万円の補償をおすすめします従業員1名あたり
たとえば・・・従業員３名の場合、日額３万円まで加入いただけます。

お問い合わせ・お申し込みは、福島県火災共済協同組合または商工会へ

共済掛金（年間）

火災で建物が全焼、店舗を再建し半年後に事業再開。 150円
万のお支払い

60円
万のお支払い

全　損

おすすめプラン

地震で店舗が壊れ、店舗が復旧するまでに60日間
休業し事業を再開。

共済金支払例
日額1万円 全損約定日数150日 一部損約定日数60日

水災・
風災

雪災・
ひょう災

一部損

3,740円 5,135円耐火建物
（ａ級）

非耐火建物
（ｂ級）

ムダを省いたオールインワン補償で、“様々なリスク”から事業者をお守りします！

商工会の

製造物責任などの、
業務上の偶然な事故による
財物損壊等の賠償責任を補償！

第三者に対する損害賠償
偶然な事故による
休業損害を補償！

万が一の休業損害
偶然な事故による
商品等の損害を補償！

財物の損害

●商工会のスケールメリットを生かした割安な保険料水準！
●包括的な補償で手続がとっても簡単！
●保険期間途中での変更手続が不要で、とっても安心！
●業種に応じた幅広い補償で貴社を守ります。
●リコール費用、情報漏えい補償など時代に求められる特約を用意。

5つの特長
商工会の

ビジネス総合保険

今までの保険 商工会のビジネス総合保険なら

店舗休業保険

施設賠償責任保険

生産物賠償責任保険動産総合保険
請負業者賠償責任保険

ごちゃ ごちゃ

ごちゃ

損害賠償責任に関する補償

休業損害に関する補償

財物の損害に関する補償

各種保険にバラバラ
に加入していると、
補償の漏れやダブり
がないか不安…。

●さまざまな賠償
リスクをスッキリ
まとめて補償！
●複数の事業所も
1つにまとめて
補償！重複もあ
りません。

制度運営 全国商工会連合会 お問合せ先 各地商工会 ビジネス総合保険

東京海上日動火災保険株式会社　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社　三井住友海上火災保険株式会社引受保険会社（中小企業PL保険等既存制度の取扱件数順）

◎この広告は、本制度の概要を示したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項のご説明」をご覧いただくとともに詳細は引受保険会社の約款、パンフレットに従います。
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News Clipは循環型社会の現実を目指して、環境に配慮した植物油インキと再生紙を使用しています。 News Clip　8


